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東播第 2 グ ル ー プ I . M .東 播 第 2 グ ル ー プ I . M .
日　時：令和5年1月28日（土）
場　所：鹿島殿
ホスト：高砂青松RC

例会記録　2023.1.28（土）　通算 2051 回

◇  ◇  プログラム予定  プログラム予定  ◇◇

会　長　　庄　司　武
例会日時　　毎週水曜日　12：30　　例会場　　高砂商工会議所会議室（2F）
事務局　高砂商工会議所内　〒 676-0064　高砂市高砂町北本町 1104　電話（079）443-0500

幹　事　　藤　井　宏　行 クラブ会報・広報・記録委員長　　森　本　匡　裕

●●●   近隣クラブインフォメーションは、高砂青松ロータリークラブのホームページにてご確認ください。  ●●●  

2 月 15 日（水）【クラブ奉仕委員会担当】
2 月 22 日（水）休会【定款第７条第１節（ｄ）による】
3 月 1日（水）【出席、唱歌委員会担当】
3 月 8日（水）高砂 RCとの合同例会

2月は「世界理解月間」に指定されています。
　この月間中、ロータリー・クラブは世界平和に不可欠なものとして、理解
と善意を強調するプログラムを行うよう要請されています。
　また、1905年2月23日は、ポール・ハリスが、スターバス・ローア、シ
ルベスター・シール、ハイラム・ショーレの4人がシカゴで初めて会合を開
いた日で、ロータリーの創立記念日にあたります。ロータリーではこの日を
世界理解と平和の日(World Understanding and Peace Day) と定め、この日
の意義をとくに強調し、国際理解と友情と平和にむかって献身するよう要請
されています。
　更に、2月23日に始まる1週間を「世界理解と平和週間」と呼び、ロータリーの奉仕活動を
強調することが決議されています。
　ロータリーは友愛の心で結ばれた4人の会合に始まりましたが、3年後にはサービスの概念が
導入され、今では世界200 ヶ国の地域に広がり、クラブ数36,782以上、会員総数およそ120
万人という大きな奉仕組織に発展しました。
　1921年、スコットランドのエヂンバラ国際大会において、「ロータリーの綱領」の中に「奉
仕の理想に結ばれた事業と専門職務に携わる人の世界的親交によって、国際間の理解と親善と
平和を推進すること」という第4項が組み入れられ、その後世界中のロータリアンは色々なプ
ログラムで世界平和について視野を広め、平和への情熱を声高く表明してきました。しかしな
がら、1945年以来、120を超える深刻な武力紛争が世界各地の国を荒廃させ、2,500万人以上
の人々が犠牲になっています。今日に至るまで、中東を中心に民族や宗教上の対立、貧困や差別、
抑圧への反抗などによる紛争やテロの種はつきません。そして、未だ多くの難民が路頭に迷い、
昨年発生したロシアによるウクライナ侵略戦争の勃発は世界中を不安定な状況に陥れています。
　国際ロータリーでは、国際的な政治問題に対する団体声明を出すことは禁じられていますが、
平和と正義の原則に基づき国際的難問を平和交渉によって解決するために、自己の影響力を行
使することはすすめられています。
私たちもロータリー財団を通じてこれまでポリオ撲滅運動はもとより、タイ、フィリピンはじ
め周辺諸国に数々のWCSプロジェクト、フィリピン台風津波大災害に対する支援活動に協力を
しています。ロータリー財団セミナーにて聞いてまいりましたが、財団がウクライナ地域での
直接的人道支援の窓口を設置、ウクライナのロータリークラブを通じて救援活動に乗り出して
おり、現地で避難者を支援するため活動しています。
　ポール・ハリスは「ロータリーは平和な世界のミニチュアである」といっていますが、ロー
タリアンは勿論のこと、ロータリアン以外の人々もロータリーについてよく知っていただくこ
とが世界の平和につながり、平和のメーカーになり得ると思う次第であります。
「地上に平和を、すべての人に善意を」ポール・ハリス



国際奉仕委員会担当例会国際奉仕委員会担当例会

幹事報告　第 18 回（通算 2046 回）

１．地区より
　　⑴　地区大会追加登録のお願いが届いております。
　　⑵　地区補助金プロジェクト見学訪問のご案内が届いております。
　　⑶　第 43 回 RYLAセミナーのご案内が届いております。
　　⑷　国際ロータリー第 2680 地区ローターアクト「2022-2023 年度青少年交流会」のご案

内が届いております。

２．RI 日本事務局より
　　⑴　ROTARY　February2023 が届いております。
　　⑵　財団室NEWS　2023　2 月号が届いております。

３．第 3地域ロータリー財団チームより
　　チームニュース第 3号が届いております。

４．公益財団法人ロータリー米山記念奨学会より
　　ハイライトよねやま vol.274 が届いております。

５．高砂市剣道連盟より
　　高砂市剣道連盟会報「剣声」が届いております。

６．加古川平成ロータリークラブ、姫路南ロータリークラブより
　　例会変更のお知らせが届いております。

皆様、回覧致しますのでご確認下さい。
次回例会は 2月 8日例会となっております。
プログラムは新入会員の菱田好美会員による自己紹介卓話となっております。
皆様多数のご参加お願い致します。
以上　幹事報告でした。

矢野　　聡 国際奉仕委員会委員長に
お話いただきました。

令和5年2月1日（水）

国際奉仕委員会委員長
矢野　　聡

2月1日（水）

庄司　　武
川崎　一生・吉川　　弘・京谷　愼平
原　　久美
2月になりました。今日も笑い声のあふれる例会を楽
しみましょう。

濵田　喜重
先日の東播第二グループIMでは皆様、特に実行委員
会の佐野委員長を始め、委員会の皆さんにはたいへ
んお世話になりありがとうございました。
ハプニングもたくさんありましたが、来賓の皆さんか
らも絶賛のお声をいただき、本当にありがとうござい
ました。

矢野　　聡
国際奉仕月間です。
本日、委員長として卓話させていただきます。

廣瀬　明正・増田　耕太郎・松下　和雄
都倉　隆宏・三枝　丈次・佐野　栄作
櫻井　宣孝・青柳　　淳・志方　正昭
森本　匡裕・大橋　卓司・伊藤　勝之
井野　隆弘
矢野会員の卓話楽しみにしております。

川崎　一生・矢野　　聡（1月分）
内海　　薫・田中　伸明
創業記念日の御祝ありがとうございました。

川崎　一生・田中　伸明
誕生日お祝い有難うございました。

2月1日（水）

◇濵田会員

◇大橋会員

◇佐野会員

◇川崎会員・櫻井会員・坂口会員・青柳会員

委嘱状

あすなろ学園建て替

IM実行委員会

米山功労クラブ感謝状



議案事項：

１．２月、３月のプログラムの件（後記参照②） ………………………………………………… 承認

２．高砂ＲＣとの合同献血例会　（ホスト高砂ＲＣ）の件  …………………………………… 承認
　　　　　日　時　　４月１４日（金）　１１：００～１５：３０
　　　　　場　所　　高砂市文化会館駐車場
　　　　　食　事　　のーちゃん　１１：３０～１３：３０ （時間厳守）

３．２０２２－２３年度地区奨学生（タイプ１）申請の件  …………………………………… 承認

４．RYLAセミナーの件  ………………………………………… 推薦受講生がない場合受入れ承認

５．地区大会の件
　　地区大会信任状の件  …………………………………………………………………………… 承認

６．細則の件  …………………………………………………………… 修正後の構成表にて再度検討

７．その他

報告事項
・新年家族例会収支報告の件  ……………………………………………………………………… 承認

会長挨拶：　庄司会長

報告事項：　出席報告　　  （櫻井　宣孝）　　  （後記参照①）

　　　　　   会費納入状況（田中　伸明）　　　1 月末　　82.05％

通　算 第 541 回
2022 ～ 2023 第 8回

日 令和 5年 2月 1日
場　所 高砂商工会議所

高砂青松ロータリークラブ 出席者 臨時出席者
庄　司 ○ 吉　川 ○ 佐　野 ○ 村　上 ○
櫻　井 ○ 松　下 × 矢　野 × 青　柳 ○
藤　井 ○ 坂　口 （代）川崎 三　枝 ○
田中(伸) ○ 大　橋 ○

12/7 12/14 12/21 1/11 1/21 1/28
会　員　数 40 40 40 39 39 39
出　席　数 31 31 30 33 33 33
メークアップ 1 １ 0 6
欠　席　数 4 4 3 0

（出席免除） 17 17 17 15 15 15

①  出席報告
12 月度 本クラブ出席率 85.91％  メークアップ率   2.17％  修正出席率88.07％
1 月度 本クラブ出席率 88.32％  メークアップ率 ％  修正出席率 ％

2 月

１ 会員卓話　　矢野 聡　委員長
【国際奉仕委員会担当】

８ 自己紹介卓話　菱田 好美　会員
【クラブ会報・広報・記録委員会担当】

15
会員卓話　増田　耕太郎　会員
　「健康について」
【クラブ奉仕担当】

22 休会
【定款第７条第１節（d）による】

②  2、3 月のプログラム

3 月

１ 会員卓話　都倉隆宏委員長
【出席・唱歌委員会担当】

８

高砂ＲＣとの合同例会（鹿島殿）
　　（ホスト高砂青松ＲＣ）
講師　落語家　　桂 枝女太　師匠
演題　差別用語の正体～　
　　　「たっぷり笑って少し考えて・
　　　　　　　　　　　言葉の重み」

15 地区環境の保護小委員会担当
㈱一成　代表取締役　木下一成氏

22 休会
【定款第７条第１節（d）による】

29
会員卓話　廣瀬 明正 副委員長
　「愛煙家のひとりごと」
【プログラム委員会担当】

例会記録　2023.2.1（水）　通算 2052 回
ソ ン グ
出 席 報 告

「君が代」「奉仕の理想」「四つのテスト」
　１月２１日　会員数３９名　欠席者 　３名　  出席率　91.18％ （修正による）

　（この内出席免除者　１５名） 
　２月　１日　会員数３９名　欠席者 　６名　  実出席者数　２７名

　（この内出席免除者　１５名）   　出席率　81.82％

＊ 次回理事会　令和５年３月１日（水）　例会終了後

創 業 記 念

誕 生 祝

（医）植杉医院 1992 年 2 月 8 日創業 植杉誠一郎会員 創業 31 年
内海歯科医院 1976 年 2 月創業 内海　　薫会員 創業 47 年
（株）田中久之商店 1947 年 2 月創業 田中　伸明会員 創業 76 年

小西　文孝会員　田中　伸明会員
川崎　一生会員

結 婚 祝 川口　英之会員　坂口　嘉久会員
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東播第 2 グ ル ー プ I . M .東 播 第 2 グ ル ー プ I . M .
日　時：令和5年1月28日（土）
場　所：鹿島殿
ホスト：高砂青松RC

例会記録　2023.1.28（土）　通算 2051 回

◇  ◇  プログラム予定  プログラム予定  ◇◇

会　長　　庄　司　武
例会日時　　毎週水曜日　12：30　　例会場　　高砂商工会議所会議室（2F）
事務局　高砂商工会議所内　〒 676-0064　高砂市高砂町北本町 1104　電話（079）443-0500

幹　事　　藤　井　宏　行 クラブ会報・広報・記録委員長　　森　本　匡　裕

●●●   近隣クラブインフォメーションは、高砂青松ロータリークラブのホームページにてご確認ください。  ●●●  

2 月 15 日（水）【クラブ奉仕委員会担当】
2 月 22 日（水）休会【定款第７条第１節（ｄ）による】
3 月 1日（水）【出席、唱歌委員会担当】
3 月 8日（水）高砂 RCとの合同例会

2月は「世界理解月間」に指定されています。
　この月間中、ロータリー・クラブは世界平和に不可欠なものとして、理解
と善意を強調するプログラムを行うよう要請されています。
　また、1905年2月23日は、ポール・ハリスが、スターバス・ローア、シ
ルベスター・シール、ハイラム・ショーレの4人がシカゴで初めて会合を開
いた日で、ロータリーの創立記念日にあたります。ロータリーではこの日を
世界理解と平和の日(World Understanding and Peace Day) と定め、この日
の意義をとくに強調し、国際理解と友情と平和にむかって献身するよう要請
されています。
　更に、2月23日に始まる1週間を「世界理解と平和週間」と呼び、ロータリーの奉仕活動を
強調することが決議されています。
　ロータリーは友愛の心で結ばれた4人の会合に始まりましたが、3年後にはサービスの概念が
導入され、今では世界200 ヶ国の地域に広がり、クラブ数36,782以上、会員総数およそ120
万人という大きな奉仕組織に発展しました。
　1921年、スコットランドのエヂンバラ国際大会において、「ロータリーの綱領」の中に「奉
仕の理想に結ばれた事業と専門職務に携わる人の世界的親交によって、国際間の理解と親善と
平和を推進すること」という第4項が組み入れられ、その後世界中のロータリアンは色々なプ
ログラムで世界平和について視野を広め、平和への情熱を声高く表明してきました。しかしな
がら、1945年以来、120を超える深刻な武力紛争が世界各地の国を荒廃させ、2,500万人以上
の人々が犠牲になっています。今日に至るまで、中東を中心に民族や宗教上の対立、貧困や差別、
抑圧への反抗などによる紛争やテロの種はつきません。そして、未だ多くの難民が路頭に迷い、
昨年発生したロシアによるウクライナ侵略戦争の勃発は世界中を不安定な状況に陥れています。
　国際ロータリーでは、国際的な政治問題に対する団体声明を出すことは禁じられていますが、
平和と正義の原則に基づき国際的難問を平和交渉によって解決するために、自己の影響力を行
使することはすすめられています。
私たちもロータリー財団を通じてこれまでポリオ撲滅運動はもとより、タイ、フィリピンはじ
め周辺諸国に数々のWCSプロジェクト、フィリピン台風津波大災害に対する支援活動に協力を
しています。ロータリー財団セミナーにて聞いてまいりましたが、財団がウクライナ地域での
直接的人道支援の窓口を設置、ウクライナのロータリークラブを通じて救援活動に乗り出して
おり、現地で避難者を支援するため活動しています。
　ポール・ハリスは「ロータリーは平和な世界のミニチュアである」といっていますが、ロー
タリアンは勿論のこと、ロータリアン以外の人々もロータリーについてよく知っていただくこ
とが世界の平和につながり、平和のメーカーになり得ると思う次第であります。
「地上に平和を、すべての人に善意を」ポール・ハリス




